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Abstract
　In this study, we analyzed the record changes of finalists and semifinalists of 100m and 200m for 
men, so called short-sprint events, through the 8th to 10th IAAF world championships. The result is as 
follows.
1) The average age of the IAAF world championship participation sprinters was around 25 years old. 

The age range was from 17 years old to about 39 years old.
2) The 100m finalists shortened their records from the heat to the semifinal. Between the semifinal and 

the final, there was scarcely any big difference of their records; it is important to make their best 
performances in the semifinal. This conclusion is all the more supported from the fact that the 100m 
semifinal records were worse than those of the quarterfinal.

3) As for the 200m finalists, there were not significant differences between the heat and the quarterfinal, 
also between the semifinal and the final. A difference existed between the quarterfinal and semifinal.  
200m finalists ran to keep power till they reach the semifinal, where they made their best records. 
200m semifinalists, however, were not shortened from the heat; they should re-examine their way of 
running from the heat to the semifinal in order to make the best performance in the semifinal.

4) As for 100m, we will be able to win medals if we can carry out the strategy of Collins. As for 200m, 
the way to medals in the final is to win through to the semifinal by reserving power.

Ⅰ．研究の目的

　我々はエドモントンで行われた第８回とパリで行

われた第９回の世界選手権大会における短距離種目

の分析的研究 (有川ら 2002，2004) を行なった。第

８回世界選手権大会の研究において、男子 100 ｍ決

勝進出者（以下「ファイナリスト」という）は、１

次予選から２次予選に、２次予選から準決勝に記録

を短縮し、徐々にパフォーマンスを伸ばし、準決勝

では決勝との記録差がほとんどないほど、ベストパ

フォーマンスを発揮していたことを報告した。一方、

第 9回世界選手権大会の研究において、男子 100 ｍ

ファイナリスト 8 名のうち 6 名の決勝記録は、2 次

予選の記録より良くなかったことを報告した。また、

男子 200 ｍファイナリストらについては、第８回及

び第 9回世界選手権大会の研究において、１次予選
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から２次予選に記録を短縮し、さらに２次予選から

準決勝に若干短縮したが、準決勝から決勝にかけて

は遅くなったことも報告した。

　近年、世界的規模の陸上競技大会において日本の

男子短距離選手は、決勝に進める競技力を確実につ

けてきている。第 8回世界選手権大会において男子

ショートスプリント（100 ｍと 200 ｍ）種目は、準

決勝まで進むことができている。そして、第 9回世

界選手権大会男子 200m で末續慎吾選手が世界選手

権史上初めて銅メダル獲得という快挙を成し遂げ

た。そして、第 10 回世界選手権大会において、日

本の男子ショートスプリント種目は、残念ながら決

勝に進むことはできなかったが、16 名が残る準決

勝までは確実に進んでいる。

　そこで本研究は、風の影響を取り除いた手法を

用いて、第 8 回から第 10 回大会の世界選手権男子

ショートスプリント（100m と 200m）種目を総括して、

ファイナリストや準決勝に進出したが決勝に進出で

きなかった選手（以下「セミファイナリスト」という）

を中心に予選、準決勝、決勝などの各ラウンドの記

録を分析することによって、どのような戦略で臨ん

でいるのか傾向を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．研究の方法

　本研究は、隔年ごとに開催される世界選手権男子

ショートスプリント種目である 100 ｍと 200m の公

式データ（IAAF 2001,2003,2005）を収集し、各ラ

ウンドの記録の平均値や標準偏差値、ファイナリス

ト、セミファイナリストの予選から決勝までの記録

推移などを分析した。

　なお、自己最高記録の 90％未満の記録は、怪我、

故障や戦意喪失などで全力に程遠いものと判断し

て、削除し計算した。

　ショートスプリント種目の記録は、陸上競技規則

第 260 条○22（4）（日本陸上競技連盟　2005）によっ

て風の影響により公認されない場合があり、風向

風速により記録は影響（伊藤宏ら　2001）を受け

る。そのため、Linthone Nick の式（Linthorne N

　1995）を援用し無風での記録に換算することに

よって 3 大会の記録を比較検討することができる。

その式は、Δ T=a(V-bV2) で示され、Δ T は、実際

の記録と無風での記録との差、a は、男子スプリ

ンター「0.056」という定数で、V は風向風速を、

b=1/(2Vav) で表される。Vav は、平均疾走速度を表

している。

　200 ｍに関しても、前半に走るコーナーで 2 ｍ

を超える強風を後ろから受けても公式の風向風速

記録に反映されないことなどについて議論はある

（Mureika J　2000）ものの、同様の式を用いて換算

し検討した。

　なお、第 8回大会 100m2 次予選は 5組行われ、そ

の時の風向風速は各組向風 3.5 ｍ前後とレース後に

一旦表示されたが、その後公式には、計測機器故障

として参考記録となった。競技場内でレースを見て

いた著者らの感覚、選手の動きや記録から 3m を超

える追風であることは間違いないと感じていたた

め、本研究においては、第 8回大会 100m2 次予選の

5 組すべての風向風速を追風 3.5m として進めるこ

ととした。

　統計分析は、3 群以上の比較の場合は、一元配置

の分散分析を行い、有意水準に達したものについて

多重比較（LSD 法）、年齢については対応のない 2

組の平均値の差の検定によって行い、有意水準はす

べて 5％未満とした。

Ⅲ．結果と考察

１．年齢について

　表１は、第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会

の男子 100m と 200m における出場選手の平均年齢を

示している。種目ごとに出場選手の年齢差はみられ

なかった。オゾーリンは、高度な競技活動の年齢帯

を、選手が最初に国際試合で成功を収めた年齢帯、

最高記録を達成する年齢帯、最高達成水準を維持す

る年齢帯の３ゾーンに分類している。その年齢帯を

村木（1994）が作図したものによれば、高度な活動

年齢帯として、男子 100m は 18 ～ 26 歳、男子 200m

は 19 ～ 26 歳と報告している。第 8 回大会出場選

手の平均年齢は、100m が 24.6 歳、200m が 25.0 歳

であり、100m は 19 ～ 39 歳、200m は 17 ～ 39 歳の

範囲であった。第 9 回大会出場選手の平均年齢は、

100m が 25.5 歳、200m が 25.2 歳であり、100m は 17

～ 36 歳、200m は 17 ～ 41 歳の範囲であった。第 10 

回大会出場選手の平均年齢は、両種目とも 24.6 歳

であり、100m は 17 ～ 33 歳、200m は 19 ～ 34 歳の

範囲であった。このことは、オゾーリンが 1970 年

に報告している 30 年前と比べて、高度な活動年齢

帯の範囲が延びていることを示唆するものである。

男子ショートスプリント種目は 36 歳頃まで確実に

最高水準を維持できる年齢となっている。このこと

は、２つのゾーン、つまり選手が最初に国際試合で

成功を収めた年齢帯や最高記録を達成する年齢帯

は、変化がないものと考えられ、残る 1つのゾーン
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である最高達成水準を維持する年齢帯が広がってい

ると考えられる。その理由として、競技を行うこと

によって収入を得るなど、生活環境が充実すること

によって競技に専念できる期間が長くなってきたた

めと思われる。

　また、100m、200m それぞれのファイナリストら、

セミファイナリストらの平均年齢は、それぞれの種

目の出場選手全体の平均年齢と比べると、第 8回大

会の 100m セミファイナリストらの平均年齢に差が

みられたが、その他には差はみられなかった。一方、

年齢帯をみると 100m に比べ 200m のファイナリスト

らは、最大値の年齢が若干高い傾向にあった。した

がって、200m については最高水準を維持し、決勝

まで進むためには世界選手権やオリンピックなどの

大会出場経験を重ねることが必要であると考えられ

る。
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表１　第 8回～第 10 回大会の男子 100m と 200m における出場選手の年齢
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表２　第 8回～第 10 回大会の 100m と 200 ｍにおけるファイナリストおよびセミファイナリストの各ラウン

ドにおける記録
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２．ファイナリストら、セミファイナリストらの平

均記録について

　表２は、第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会

それぞれの男子 100 ｍと 200 ｍにおける、ファイナ

リストらとセミファイナリストらの平均記録をラウ

ンドごとに示している。また、第 8 回から第 10 回

の３大会をまとめたファイナリストらおよびセミ

ファイナリストらの平均記録もラウンドごとに示

している。図１は、第 8 回大会、第 9 回大会、第

10 回大会と第 8 回から第 10 回の３大会をまとめた

100 ｍのファイナリストらおよびセミファイナリス

トらの平均記録の推移を図示したものである。図２

は、200m の平均記録推移を 100m と同様に図示した

ものである。

　第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会及び第 8

回から第 10 回の３大会をまとめた 100 ｍファイナ

リストらにおける１次予選、２次予選、準決勝、決

勝の記録推移は、分散分析によりそれぞれ有意性が

認められた ( 表２)。３大会それぞれでラウンドご

とに記録推移の傾向は異なるが、図１の３大会をま

とめた記録推移により 1次予選と 2次予選、準決勝、

決勝の記録に明らかに差がみられ、準決勝と決勝に

差がみられなかった。これらのことにより、100 ｍ

ファイナリストらは、1 次予選から徐々に記録を短

縮し、決勝との記録差がほとんどないほど準決勝で

最高のパフォーマンスを発揮していたと考えられ

る。
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図１　各大会における男子 100m ファイナリスト、

セミファナリストの平均記録推移
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図２　各大会における男子 200m ファイナリスト、

セミファイナリストの平均記録推移
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　100 ｍセミファイナリストらにおける１次予選、

２次予選、準決勝の記録推移は、分散分析により第

9 回大会を除き、2 大会は有意な差がみられなかっ

た。第 9回大会は、準決勝で記録が悪くなっていた

ことに、差が認められた。図１の３大会をまとめた

記録推移によりセミファイナリストらは、1 次予選

から準決勝まで記録を短縮できないだけでなく、2

次予選の記録より準決勝での記録が悪くなってい

る。このことは、セミファイナリストらはファイナ

リストらと準決勝でのレースにおいて、自動化され

た動きを乱され、予選で発揮した能力を出し切れな

かったためと考えられることから、少なくとも準決

勝でベストパフォーマンスを出す準備が必要となる

ことが示唆される。日本選手が現在持っている能力

でも、自動化された動きを乱されることなく準決勝

でベストパフォーマンスを出すことができれば、決

勝進出も可能となるであろう。

　第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会及び第 8

回から第 10 回の３大会をまとめた 200 ｍファイナ

リストらにおける１次予選、２次予選、準決勝、決

勝の記録推移は、分散分析によりそれぞれ有意性が

認められた (表２)。なお、第 10 回大会の 2次予選

の記録が落ち込んでいるのは、当初予定されていた

時間に大雨で次の日に延期になり、準決勝のある午

前中に行われたため、記録が低下していると考えら

れる。３大会それぞれでラウンドごとに記録推移の

詳細な傾向は異なるが、図２の３大会をまとめた記

録推移により 1次予選と 2次予選の記録に有意な差

はみられないが、2 次予選と準決勝の記録に有意な

差がみられ、決勝では準決勝と有意な差はないが

記録が低下している。これらのことにより、200 ｍ

ファイナリストらは、2 次予選まで楽に走り、決勝

との記録差がほとんどないほど、準決勝で最高のパ

フォーマンスを発揮していたと考えられる。

　200 ｍセミファイナリストらにおける１次予選、

２次予選、準決勝の記録推移は、分散分析により第

10 回大会を除き、2大会は有意性が認められなかっ

た。第 10 回大会は、1 次予選と比べ 2 次予選や準

決勝で記録が悪くなっていたことに差が認められ

た。2 次予選の記録の落ち込みについてはファイナ

リストらと同様、日程の変更が影響しているものと

考えられる。図２の３大会をまとめた記録推移から

も、セミファイナリストらは、1 次予選から準決勝

まで記録を短縮することができないことから、準決

勝でベストパフォーマンスを出すために力を温存す

るなど 1次予選の走り方から再考する必要があると

示唆される。

３．選手個人の記録推移について

　表３は、第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会

100 ｍのファイナリスト、セミファイナリストそれ

ぞれの選手について、各ラウンドの記録及び大会時

の最高記録を 100％とした時の各ラウンドにおける

記録割合を表したものである。

　第 8 回大会ゴールドメダリストのグリーン選手

と 2 位のモンゴメリー選手の記録割合推移は、1 次

予選でそれぞれ 95％、94.8％、2 次予選で 97.7％、

97.6％、準決勝で両者とも 98.7％、決勝でも両者

100％と同じようなパターンを示している。

　第 9回大会のファイナリストについて、決勝で記

録割合が 100％の選手は、3位のキャンベル選手、6

位のウイリアムス選手の 2名しかおらず、その他の

６選手は、2次予選で記録割合が 100％であった。

　第 10 回大会では、優勝したガトリン選手は、第

8 回大会グリーン選手やモンゴメリー選手と同様、

徐々に記録を伸ばし決勝で記録割合が 100％であっ

た。また、準決勝で最も遅い記録で決勝に進んだオ

ビクウェル選手も決勝で最も良い記録で走り 4位と

なっている。

　第 8 回から第 10 回の３大会を通じて、第 8 回大

会優勝グリーン選手、2位モンゴメリー選手、第 10

回大会の優勝ガトリン選手は、ラウンドごとに記録

を向上させ決勝で記録割合が 100％であったことか

ら、他の選手と比べて力の差があったと考えられ

る。一方、第 9回大会の決勝は 100 分の１秒の中に

第 1位から第 4位までゴールした記録からわかるよ

うに、非常に混戦となった大会では、2 次予選から

ファイナリストらも記録割合が 100％となり、ラウ

ンドごとに記録を向上させることが難しかったと考

えられる。

　３大会連続入賞しているコリンズ選手は、第 9回

大会において準決勝は最も遅い記録で通過しながら

優勝している。さらに第 10 回大会においても 2 次

予選において着順による通過でなく、記録によるプ

ラス通過で準決勝に進み、準決勝でも決勝に進める

最下位の 4位で通過し、見事決勝では 3位に入賞し

ている。このことをコリンズ選手の戦略と判断する

ことは難しいが、100m において何とか準決勝を通

過すれば、決勝でのメダル獲得は、可能であると考

えられる。

　表４は、第 8 回大会、第 9 回大会、第 10 回大会

200 ｍのファイナリスト、セミファイナリストそれ

ぞれの選手について、各ラウンドの記録及び大会時

の最高記録を 100％とした時の各ラウンドにおける
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記録割合を表したものである。

　第 8回大会ゴールドメダリストのケデリス選手の

記録割合推移は、1次予選と 2次予選で 98.5％、準

決勝で 99.9％、決勝では 100％と完璧な優勝パター

ンを示している。また、2 位や 3 位と同記録なが

ら 4位のクロフォードも 1次予選 98.1％、2次予選

99.8％、準決勝 99.8％、決勝 100％と決勝で最も良

い記録で走っていた。2 位から 4 位まで同記録であ

るが、3 位のコリンズ選手は、準決勝で決勝に進め

る最下位の 4 位で通過しメダルを獲得している。5

位から 8位までの選手は、準決勝が個人の最も良い

記録となり、決勝では記録を伸ばすことができな

かった。

　第 9 回大会では、ファイナリスト 8 名すべてが、

決勝で記録が準決勝よりも低下していることがわか

る。これは、準決勝 2 組の環境条件は、追風 0.6m

と 0.0 ｍ、気温と湿度はともに 24 度、61％であり、

決勝では追風 0.1m と悪くない環境であったが、気

温 17 度、湿度 82％と良くない環境で行われたこと

が原因のひとつでもあるが、体力的な疲労としても

考えられる。また、決勝 3位であった末續選手につ

いては、準決勝で 4番目の記録であったが、決勝で

ひとりかわして 3位に入賞したのは、勝負強いこと

がうかがえた。

　第 10 回大会では、優勝したガトリン選手や 3 位

のカペル選手は、2次予選で記録を落としたものの、
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表３　３大会の 100m におけるファイナリスト ,セミファイナリストの各ラウンドの記録および記録割合
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徐々に記録を伸ばし決勝で最高記録を出していた。

また、5 位に入賞したバックランド選手は、ほとん

どの選手が 2 次予選で記録を落とした中、2 次予選

でも記録を落とさず 1次予選から徐々に記録を伸ば

した。

　第 8 回から第 10 回の３大会を通じて、第 8 回大

会の優勝ケデリス選手、第 10 回大会の優勝ガトリ

ン選手は、ラウンドごとに記録を向上させ決勝で記

録割合が 100％であったことから、他の選手と比べ

て力の差があったと考えられる。また、３大会連続

でファイナリストとなったバックランド選手、第 9

回大会優勝と第 10 回大会 3 位のカペル選手は、ラ

ウンドごとに記録を伸ばし試合巧者であるといえ

る。したがって、200m においては、メダルを獲得

するためには、決勝で最高のパフォーマンスを発揮

するために、力を温存して準決勝を通過することが

必要と考えられる。

Ⅳ．まとめ

　本研究では、世界選手権第 8 回から第 10 回大会

までの３大会を通じてショートスプリント種目であ

る男子 100 ｍ、200 ｍについて、ファイナリストの

記録推移などを分析した。その結果は、次のとおり

である。

１. 世界選手権出場選手の平均年齢については、大
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表４　３大会の 200m におけるファイナリスト ,セミファイナリストの各ラウンドの記録および記録割合
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会、種目、ラウンドに顕著な年齢差はみられず 25

歳前後であり、年齢帯は 17 歳から 39 歳前後であっ

た。このことから、オゾーリンがいう最高達成水準

を維持する年齢帯が延長していると考えられる。

２. 100 ｍファイナリストらは、1 次予選から徐々

に記録を短縮し、決勝との記録差がほとんどないほ

ど準決勝で最高のパフォーマンスを発揮していた。

100 ｍセミファイナリストらは、1 次予選から準決

勝まで記録を短縮できないだけでなく、2 次予選の

記録より準決勝での記録が低下していることから少

なくとも準決勝でベストパフォーマンスを出すこと

が重要であると考えられる。

３. 200 ｍファイナリストらは、1 次予選と 2 次予

選の記録に有意な差はみられず、2 次予選と準決勝

の記録に有意な差がみられ、決勝では準決勝と有意

な差はみられなかったことにより、2 次予選まで楽

に走り、準決勝で最高のパフォーマンスを発揮して

いたと考えられる。200ｍセミファイナリストらは、

1 次予選から準決勝まで記録を短縮することができ

ないことから、準決勝でベストパフォーマンスを出

すために 1次予選の走り方から再考する必要がある

と示唆される。

４. ファイナリストの記録推移から、100 ｍについ

ては、3 大会連続入賞しているコリンズ選手が行っ

た戦略を実行することができれば、メダル獲得は

可能であると考えられ、200m については、力を温

存して準決勝を通過することが、決勝で最高のパ

フォーマンスを発揮しメダル獲得を可能にすると考

えられる。
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